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第 一 章　 緒 言

フェ ニール ドラチ ン(以 下 フ ェ,と 略す)

及 其 誘 導体 は 強烈 な る血液 毒 として,赤 血 球

の破壞 作 用を有 す るこ とは古 くよ り知 られ,

Heinz8), Ernst27), Morawisz15), 馬島47),古

武48),井 村41),岡52),高 森,其 他 多数 の もの

に依 つ て高度 の貧 血 を来 す こ とが報告 され て

い る.又 本貧 血 は著色 係数 が1よ り大 で あ り

瀉 血 貧血 とは 其 の趣 を異 に し,人 類 に見 る悪

性 貧 血様 の血 液 像 を呈 し,動 物実 験 に於 ては

貧 血 と同時 に骨髓 の細 胞増殖,肝 脾 の骨髓 様

化 生,造 赤 血 球現象 の出現 を認 め る といは れ

てい る.余 は第2報 に於 い て瀉 血貧 血家 兎 に

就 い て骨髓 潅 流実験 を行 ひ鉄剤 の影響 を観察

し些 か知 見 を得たので更に本篇に於いてフェ,

を用ひて中毒性貧血を惹起せしめ,高 血色素

性貧血に対する骨髓潅流試験を行ひ併せて諸

種 貧血に対す る鉄剤の影響 を究明せ ん とした.

第二章　 實驗材料並びに實驗方法

実験動物は体重2瓩 内外の白色雄性家兎を

使用 し塩 酸 フェニール ヒドラチン1%水 溶液

を体重 当瓩3竓 皮下 に注射 し貧血を起 さしめ

本実験 に供 した.使 用鉄剤は10～30瓩 含有)

を使用 した.

実験 方法は第一報に述べた家兎大腿骨々髓

潅 流法を行った.

第三章　 予 備 實 驗

骨髓潅流本実験に先だち フェ,貧 血家兎の

血液像の変化更にその貧血恢 復殊 に網,球 の

増減 に就いて観察 し本実験 に使用す る貧血の

条件 を一定な らしめん とした.

表1.

第一項　 実験成績

第1例(表1)

赤血球は注射后1日 よ り急激に減 少 し,5

日に最低値 を示 し,漸 次増加す る.血 球素 も
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激減 し5日 に最低 とな り後恢復す る.

白血球は2日 より稍 々増加 し4日 に最高 と

な り後 旧値に接近する.網,球 は注射后2日

に してKrise様 増加 を示 し5日 に最高を示 し

後減少す る.

第2例　 (表2)

赤血 球,血 球 素 共 に 略 々平 行 して減 少

し,3日 に して最低 を示 し後漸次増加する.

之に反 し白血球及 び網状赤血球は3日 に最高

とな り特 に網,球 は急激な増 加 を来 し て い

る.

表2.

第3例　 (表3)

赤血球,血 色素は注射后急激 に減少 しつ ゝ

5日 に最低 とな り後漸次恢復す るが,白 血球

は稍 々増加 后4日 に最高を示 している.

表3.

表.4.
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第二項　 予備実験小括

塩酸 フェ,1%溶 液を体重 当瓩3竓 を家兎

の皮下に注射す ると表4に 示す如 く赤血球は

血色素 と相平行 して急減 し注射后4,5日 目に

最低値を示 し漸次恢復す る.但 し血球素の減

少は赤血球のそれに比 して少な く瀉血貧血 の

場 合 とその趣 を異 にし,貧 血が進行するにつ

れて,著 色係 数 は 高い数値を示 し3～7日 に

最高 となつている.白 血球は注射 后稍 々増加

し3～1日 に最高 とな り5日 に急減 し以 后 多

少 の動搖 を 示 しつ ゝ恢 復す る.網,球 は 注射

后2日 よ り急 増 し5,6日 に 最高値 を示 し甚 し

きは 注 射 前の65倍 値 を来 した もの も見 られ

る.此 等 の所 見はDuesberg,馬 島47),古 武48),

岡52)其 他 の実 験 に一 致 し,貧 血 の最 高 期 は

注 射 后4,5日 で あ り徐 々に恢 復す る と考 へ ら

れ る.又 網,球 のKrise様 増 加 か ら明 らか に

骨 髓 に於 け る 常 規 以 上 のErythropoeseに 原

因す る と考 え られ る.余 は従 つ て貧血 の恢 復

前 に本実 験 を行は ん とした.

第四章　骨髓灌流實驗

余は予備実験 に於 てフェ,貧 血の推 移を観

察 したので本実験には フェ,注 射后2日 目の

家兎を実験に供 し骨髓潅流実験 を行つた.

第一項鉄剤 に依 る潅流実験

第1例　 クェ,酸 鉄,ア,10%0.4竓 注射

第5表 に示す如 く,赤 血球,血 球素は栄,

静 と股,動 の間に操作 に依 る動搖範 圍内で略

々平行 しているが,網,球 は股,動 に稍 々増

加す るに反 し,栄,静 に於 てはそれに平行せ

ず,注 射后4時 間 より8時 間の間 に両者間 の

差 を認める.

表5.

表5.

第2例　 クェ,酸 鉄 ア,20%0.4竓 注 射

表6に 示 す如 く,赤 血 球,血 球 素 は 共 に

栄,静 と股,動 の間 に変 化 は見 られ な いが,

網,球 は第1例 と同様股,動 に比 し静,静 に

於 ては注射后1時 間 より稍 々其 の差現はれ漸

次増大 の傾 向を示 している.
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表6.

表.6.
表.7.

表7.

第二項　生理的食塩水に依る潅流実験 鉄剤注射に依る実験の対照として生理的食
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塩水に依る骨髓潅流実驗を行つた.

第1例　 生理的食塩水0.4竓 注射

表7に 示す如 く.赤 血球,血 球素 は栄,静

と股,動 の間に其差 は認め られないが,網,

球 に於ては,股,動 は栄,静 に比 し僅かの増

加を示 している.

第2例　 生理的食塩水0.4竓 注 射

表8に 示す如 く赤血球 は股,動,栄,静 の

間に注射后2時 間で約60万 の差が あ り股,

動に於 て増加 している..血 球素は略 々一致 し

た値 を示す も網,球 は股,動 に比 し栄,静 に

於 て稍 々減 少 している.

表8.

表8

表9.

第五章　總括並びに考接

フェニールヒドラチン及び其誘導体に依つ

て起る貧血は原発的に溶血を来し続発性に骨

髓の中毒性機能障碍を惹起し高血色素性貧血

を示すが,余 の実験に於ける1%フ ェ溶液体

重 当瓩3竓 皮下注射 の家兎 に於 て は注 射 后

4,5日 最高の貧血を認め諸家の報 告に一致す

る.

余 はフェ,貧 血家兎を網,球 の急激 なる増

加前即ち フェ,注 射后1日 に実験 に供 し,鉄

剤 を以 て 大腿 骨 々髓潅流 を行ひ,そ の対照
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群 との間に赤血球数,血 色素量の増加 は流血

中に全 く見 られず,特 に赤血球の幼弱形 と考

えられ る網,球 数 に就 い て も表9の 如 く,

股,動 と栄,静 との間 に有意な増減 は認め ら

れなかつた.即 ち余が さきに第二報 に報告 し

た瀉血貧血家兎の実験 とはその趣 を異 にし,

網,球 のKrise様 の増加 なフェ,貧 血家兎に

於ては認められなかつた.

馬島47),中 野45),は フェ,貧 血家兎に鉄を

投与 し貧血の恢復即 ち赤血球,血 色素,網,

球の増加を報告 しているが,Starkeustein27),

Kahn,井 村41)は フェ,貧 血又 は中毒性骨髓

障碍性貧血 に対する鉄 の作用は,少 くとも赤

血球,血 色素等 の速か なる恢復 は認めないと

いつている.且 高血色素性貧血に対 する鉄の

効果 は現在一般 に認め られてはいない.

余の実験 に於いてもフェ.,貧 血家兎に対 す

る鉄 剤の影響 は之を 骨髓 潅 流 試 験 よ り見 る

と,そ の流血中に少 くとも貧血 の恢復を示

如 き血液 像の変化は認あなかつた.

(参考文献は第4報 末尾に掲載した。)


